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1 組織の概要

事業者名及び代表者名
株式会社明豊建設
代表取締役社長　本庄　浩二
代表取締役専務　山田　浩之

関連会社
明豊物産株式会社

代表取締役　　　本庄　浩二

所在地
本社 〒526‐0804　滋賀県長浜市加納町394
アスコン部 〒522- 0004　滋賀県彦根市鳥居本町2880
リサイクル部 〒522- 0201　滋賀県彦根市高宮町2124-1
明豊物産㈱ 〒526‐0804　滋賀県長浜市加納町394

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）
環境管理責任者　　　管理部　　　　桐畑　剛

連絡先： 0749-62-6580
EA21担当責任者　　総務部　　　　富田まなみ

連絡先： 0749-62-6580

事業活動の内容（認証・登録範囲）
土木工事業、舗装工事業、浚渫、水道施設工事業
アスファルト合材製造販売業
バイオ技術によるコケ生産、産業廃棄物中間処理業

事業の規模(2018年度）
資本金 9,500 万円
売上高 28 億円／年
工事件数 109 件／年
受託産業廃棄物量 20,359 ｔ（2018/6/1～2019/5/31)
全従業員 58 名



面積：㎡ 本社 アスコン部 リサイクル部

事務所床面積 934.9 244.28 28.25
倉庫床面積 362.4
駐車場面積 3,183.6
資機材置場面積 1,598.0
日生産・処理能力 450ｔ
従業員 名 44 11 3
認証・登録 ○ ○ 〇

過去3年間の環境負荷の実績
単位 2015年 2016年 2017年

㎏-CO2 735,752 768,579 860,837
t 3,961.1 5,529.4 27345.6
㎥ 2,062 2,245 2,020
kg 32.3 14.9 18.1

2 対象事業所
・㈱明豊建設

滋賀県長浜市加納町394

■リサイクル部の概要

◎処分業

ﾘｻｲｸﾙ工場 滋賀県彦根市高宮町2124-1

＜組織図＞

二酸化炭素の排出量
廃棄物の排出量

水の使用量、排水量
化学物質の使用量

本社 滋賀県長浜市加納町394
建設現場
ｱｽｺﾝ工場 滋賀県彦根市鳥居本町2880

・明豊物産㈱

＜産業廃棄物処理業許可＞

産 業 廃 棄 物
都 道 府 県 滋賀県
許 可 番 号 第02520141548
許 可 年 月 日 平成28年11月22日
許 可 期 限 令和3年11月21日

産業廃棄
物の種類

がれき類 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破片

これに類する不要物

会長

監査役

常務取締役

緑化部

常務取締役

専務取締役

リサイクル部

代表取締役社長

経理部アスコン部 工務部 工事部 企画営業部 総務部 管理部



＜保管施設＞

面　積 保管上限

1530㎡ 3493.125㎥

＜産業廃棄物の処理施設＞

設置場所 設置年月日 施設の種類
産業廃棄
物の種類

処理能力 処理方式
構造・設
備の概要

処理工程図

彦根市高
宮町
2124-1

H2年1月20
日

がれき類の
破砕施設 がれき類 450t/日 破砕方式

鉄造
･投入ﾎｯﾊﾟｰ
･ﾌﾟﾚｰﾄﾌｨ
ﾀﾞｰ
･ｲﾝﾊﾟｸトﾌﾞ
ﾚｰｶｰ
･振動篩
･ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ
(ﾌﾞﾚｰｶｰ、
振動篩は、
ｽﾄﾚｰﾄ建屋
内に設置）

下図のと
おり

処理工程図

＜廃棄物処理料金＞

個別見積もりによる

所在地
保管を行う産業廃
棄物の種類

備考
（設備の概要等）

彦根市高宮町2124-1 がれき類

屋外
･中央置場1050㎡
H=7.5m
･北東置場480㎡H=3m
(事業所敷地境界に3
～4mの鋼板囲い設
置)



＜受託した産業廃棄物の処理量（2018/6/1～2019/5/31)＞

処理量（t）

破砕 20,359

20,359

20,359

20,359

0

0

0

20,345

(売却） 11

3

20,359

20,359

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等

（ⅱ）中間処理
がれき類

うち
再資源化

等

がれき類 再生材、再生路盤材

再資源化等量小計

中間処理合計

　　中間処理後処分量合計

再資源化
等

がれき類 再生材、再生路盤材(売却)

金属くず

混合廃棄物 中間処理業者へ(委託)

再資源化等量小計

（ⅳ）中間
処理後の
産業廃棄
物

最終処分
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(1) 資源を大切にする。
(2) 廃棄物を削減する。
(3) 水を節約する。
(4) 有害な化学物質を適正に管理する。
(5) 建設事業の環境への取組を効果的に推進するため、地域社会と環境コ

ミュニケーションを図る。

(6) グリーン購入の推進をする。
(7) 自らが施工、販売・提供する製品及びサービスの開発を推進する。
(8) 受託した産業廃棄物の適正処理と再資源化を推進する。

7．

制定：2012/6/1
改定：2016/12/1

株式会社明豊建設
環境方針

環境理念

　㈱明豊建設は、人と自然との共生を図るため『環境の保全に努め、地球
に優しい企業活動を行う』ことを基本理念とする。

行動指針

 以下の環境方針に基づき、全従業員が環境へ配慮した事業活動を行う。

　この環境方針は、文書化し、全従業員に周知すると共に、一般の人にも
公開する。

　当社㈱明豊建設は、建設工事業務から生じる環境への影響を的確にとら
え、技術的、経済的に可能な範囲で、継続的な環境保全活動を行う。

　当社環境マネジメントシステムは、環境目標の達成、是正活動、内部監
査、経営層による見直し等によって、環境保全活動の継続的改善を約束す
る。

　環境に関連する法規制等を特定し遵守するとともに、汚染の予防に努め
ることを約束する。

　環境方針の達成のために、自社が可能な範囲で環境目的・目標を掲げ、
プログラムを策定し、環境保全活動を推進する。

　環境マネジメントシステムは、内外の様々な変化に対応して、環境目
的・目標を見直す手順を含む。

　環境保全活動では、全社的活動を中心に、次の活動について重点的に取
り組む。



4・6 環境目標とその実績

中長期 今年度

年度 過去３年基準

単位 （実績） （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績）

％ 5 -3% 6 -12% 7 -8%
消費量 743181 706022 763497 698590 834665 691158 801496
(kg-CO₂) 388683.7 369249.5 399308.9 365362.6 436529.8 361475.8 419182.4

％ 1 -1% 1 8% 1 11%
消費量 57339 56766 57694.15 56766 52566.37 56766 50961.06
(kg-CO₂) 133122.6 131791.4 133946.2 131791.4 122041.2 131791.4 118314.3

％ 5 14% 6 -3% 7 -57%
消費量 101114.0 96058.3 86933.3 95047.2 103786.9 94036.0 158937.8
(kg-CO₂) 261503.0 248427.9 224828.6 245812.9 268415.8 243197.8 411048.1

％ 1 9% 1 -236% 1 17%

消費量 3843.0 3804.6 3493.6 3804.6 12907.6 3804.6 3197.4
(kg-CO₂) 9576.5 9480.7 8705.9 9480.7 32164.7 9480.7 7967.7

％ 6 11% 8 14% 10 13%

消費量 626.0 588.4 558.0 575.9 536.0 563.4 544.0
(kg-CO₂) 1696.2 1594.5 1512.0 1560.5 1452.4 1526.6 1474.0

％ 5 2% 6 18% 7 8%

消費量 94.2 89.5 92.4 88.5 77.7 87.6 86.6
(kg-CO₂) 282.8 268.7 277.4 265.8 233.3 263.0 260.0

％ 4% 3% 5% -8% 6% -21%
(kg-CO₂) 794864.9 760812.6 768579.0 754274.0 860837.1 747735.4 958246.5

％ 6 2% 9 -385% 12 -4%

(ｔ/年) 5633.0 5295.0 5529.4 5126.0 27345.6 4957.0 5860.8

％ 2 -33% 3 -20% 4 5%

(㎥/年) 1687 1653.3 2245.0 1636.4 2020.0 1619.5 1609.0

％ 5 55% 5 45% 5 74%

(kg/年) 33 31.4 14.9 31.4 18.1 31.4 8.5

回数 12 12 12.0 12 12.0 12 12.0

(以上/年) 12 12 12.0 12 12.0 12 12.0

グリーン商品
の積極的購入

品目 9 10 10.0 11 11.0 12 12.0

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

6

　過去3年（2013～2015）の実績を自己チェック等により把握し、その平均結果を基準値として、２０１６年度から２０１８年度
までの目標を下記の通り設定し、環境活動に取り組んでいます。
尚、このレポートでは、２０１８年６月から２０１９年５月までの運用実績について取りまとめました。

2018年2016年

受託量、再
資源化量及
びリサイクル

率の把握

把握した。- -

受託量、再
資源化量及
びリサイクル

率の把握

99.99%99.90%

2017年

把握した。

グリーン購入の推進
をする。

購入電力の排出係数は、０．５２３kg-CO₂/kwh（2014年度関電調整値)とする

廃棄物排出量は、建設現場からの廃棄物に対しての総排出量で管理する

建設事業の環境への取組を
効果的に推進するため、地
域社会と環境コミュニケー
ションを図る。

グリーン購入は、事務用品の購入品目数に着目し管理する。

水使用量については、事務所における水使用量の削減について実施する

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整
頓、清掃）に取り組む

方針 取組項目

資源を大切にする。

ガソリン消費
量の削減
（単位：L)

軽油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

電力消費量の
削減
（kwh）

灯油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

二酸化炭素排
出量の削減

重油消費量の
削減
（単位：L)
アスコン部

LPG消費量の削
減
（単位：L)

有害な化学物質を適
正に管理する。

水を節約する。
事業所利用水
の節水
(単位:㎥)

地域の美化活
動に参加す
る。

分別及びリサ
イクルの推進
（単位：t)
建設現場

受託した産業廃棄物の
適正処理と再資源化

受託した産業廃
棄物のリライク
ル率の向上

エコ商品としてスナゴケ商品を継続販売できるように努力する

廃棄物を削減する。

化学物質の適
正管理



5 環境活動計画

取組の紹介

現場においては、工事の内容により資源の使用量、廃棄物量が違ってきますが、
環境に配慮した作業方法により、環境活動に取組んでおります。

　　　・　グリーン購入においては、エコマーク品の推奨品目を選定し、購入品目数の把握を
　　　　 を実施しております。事務用品のグリーン購入品目数増加に取り組んでいます。
　　　・　エコ商品（スナゴケ）を販売していますが、流通量拡大に向けて継続努力しています。
　　　　　

ガソリン消費
量の削減
（単位：L)

方針

有害な化学物質を適
正に管理する。

総務部

使用する有害化学物質を把握し、適正に管
理する。

リサイクル部

廃棄物を削減する。

事業所利用水
の節水
(単位:㎥)

美知メセナ活動に参加する。

工事部
アスコン部

工事部
アスコン部

資源を大切にする。

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季28℃±１℃）

① 洗車の水使用量を減らす。
② 水を流しながらの洗い物はしない。

地域の美化活
動に参加す
る。

グリーン商品の
積極的購入

総務部
工事部

廃棄物
① 建設廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを
徹底する。（廃品回収への協力や回収業者に持
ち込む。）
② 建設混合廃棄物を削減する
③  無駄な資機材を購入しない。

化学物質の適
正管理

総務部

電力消費量の
削減
（kwh）

活動計画の内容

総務部

総務部

責任部門・担当者取組項目

ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 環境に配慮した稼働

軽油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

灯油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

受託した産業廃棄物
の適正処理と再資源

化

受託した産業廃
棄物のリライク
ル率の向上

①受託産廃の計測・搬入管理の徹底
②施設・設備の運転・維持管理の徹底
③リサイクル骨材の販売促進

グリーン購入の推進を
する。

環境に配慮した物品購入を各部に通達し、
半期ごとに購入品目実績を確認する。

分別及びリサ
イクルの推進
（単位：t)
建設現場

水を節約する。

建設事業の環境への取
組を効果的に推進する
ため、地域社会と環境
コミュニケーションを
図る。

アスコン部

LPG消費量の削
減
（単位：L) 湯沸し等炊事の節約 総務部

重油消費量の
削減
（単位：L)
アスコン部

仕事量により変化があるため適正に管理する。

総務部



7 環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（目標） （実績）
％ 7 -8%

消費量 691158 801496

(kg-CO₂) 361475.8 419182.4

％ 1 11%

消費量 56766 50961.06

(kg-CO₂) 131791.4 118314.3

％ 7 -57%

消費量 94036 158937.8

(kg-CO₂) 243197.8 411048.1

％ 1 17%

消費量 3804.6 3197.4

(kg-CO₂) 9480.7 7967.7

％ 10 13%

消費量 563.4 544.0

(kg-CO₂) 1526.6 1474.0

％ 7 8%

消費量 87.6 86.6

(kg-CO₂) 263.0 260.0

％ 6% -21%

(kg-CO₂) 747735.4 958246.5

％ 12 -4%

(%/年) 4957.0 5860.8

％ 4 5%

(㎥/年) 1619.5 1609.0

％ 5 74%

(kg/年) 31.4 8.5

件数 12 12

(件/年) 12 12

品目 12 12.0

次年度の主な取組内容

全社従業員への周知徹底をし、各担当責任者より取り組み内容等再度見直しを行う。
　　　グリーン購入の購入品目の増加を積極的に推奨し結果に繋げます。
　　　新しい環境関連の取組みとして、琵琶湖水草堆肥化事業を更に前進させる。

受託した産業
廃棄物のリラ
イクル率の向
上

-

99.90% 99.99%
受託量、資源化量及び
リサイクル率が維持で
きている。

ﾘｻｲｸﾙ部

灯油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

ガソリン消費
量の削減
（単位：L)

方針

重油消費量の
削減
（単位：L)
アスコン部

総務部

総務部

工事部
アスコン

部

総務部
工事部

担当責任者

ほぼ未達であり、LED
化はほぼ完了している
為、エアコン等の対策も
検討が必要。

軽油の使用量が全体
の中でも大きく、未達成
となっているが、現場で
の使用が主の為、受注
工事内容によって大きく
変化する事を考えると、
全体的に改善出来てい
る。

継続参加を期待する。

目標達成は出来ていな
いが、基準値に近く、
しっかり把握できてい
る。

10月を除いて達成して
おり、しっかり取り組め
ている。

受託した産業廃棄物
の適正処理と再資源
化

継続購入を期待する。

出荷量に左右される
為、基準の考え方を検
討する必要がある。

総務部

総務部

化学物質の適
正管理

事業所利用水
の節水
(単位:㎥)

総務部

水を節約する。

建設事業の環境への取
組を効果的に推進する
ため、地域社会と環境
コミュニケーションを
図る。

地域の美化活
動に参加す
る。

グリーン購入の推進
をする。

グリーン商品
の積極的購入

有害な化学物質を適
正に管理する。

廃棄物を削減する。

2018年
取組の評価年度取組項目

二酸化炭素排
出量の削減

軽油消費量の
削減
（単位：L)
建設現場

電力消費量の
削減
（kwh）

分別及びリサ
イクルの推進
（単位：t)
建設現場

資源を大切にする。

LPG消費量の削
減
（単位：L)



8

　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの
違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

廃棄物処理法 適正処理

建設リサイクル法 適正処理

フロン排出抑制法 遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

適正処理

9 代表者による全体の評価と見直し結果

取組によって効果が出ない項目を精査し、受注業務内容による変化に対応できる基準作成
を、次の３ヶ年計画より運用出来る様、この３年間の実績をしっかり精査して今後の活動に
活かせるよう対応する。

建設副産物の管理、排出

該当する要求事項

・一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出
・産業廃棄物（がれき類）の処分業許可、規
制遵守

法規制等の名称

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟
等の有無

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結
果に基づき記載します。

冷媒漏えい点検(定期･簡易)・整備記録簿

騒音規制法

消防法

一般廃棄物の分別、収集、排出

対象危険物保管の届出

対象特定施設・特定建設作業実施の届出、規
制値の遵守

振動規制法

対象特定施設・特定建設作業実施の届出、規
制値の遵守

地域ごみ出しルール

保守点検、11条検査浄化槽法

大気汚染防止法
ばい煙発生施設の届出、排出基準遵守、ばい
煙測定

公害防止組織法 公害防止管理者等の選任、選任届出



当社は滋賀県が推進する「美知

メセナ」＝道路の美化・清掃に関

するボランティア活動を平成19
年から始め、滋賀県長浜市県道

祇園八幡中山線の祇園町交差

点から西２００Mの交差点まで

（フレンド―マート様の北側の県

道）の除草・清掃活動をしていま

す。

美知メセナ

CESAプログラム

当社は、NPO法人：循環型社会形成推進協議会＝CESAに参加し、

「人と自然にやさしい工事のための環境プログラム」の実現と、地

域の方との交流のために「CESAアクションプログラム＝環境教室」

活動を行なっています。

びわ湖環境ビジネスメッセ

びわ湖環境ビジネスメッセは、「環境と経済の両立」を基本理念に維持可能な経済社会を目指し、環境産業の育成振

興を図るため、環境負荷を低減する製品・技術・サービス等を対象とした商談・取引と情報発信・交流の場となる環境

産業の総合見本市として、毎年１０月に長浜ドームで開催されています。 全国から５万人規模の来場者がある「国内

最大級の環境産業見本市」です。

当社は「自然と調和する社会」の創造を目指し、２００６年から「環境土木」の分野で参加しております。

企業として、地球温暖化防止に少しでも役立つ製品の開発・施工に取り組んでいます。

（弱アルカリ土舗装・スナゴケ緑化）

地域貢献への取組活動


